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洋書輸入協会会報 NO.  5

昭和 42年 9月

渉外PR委 員会報告

会報 No.4で 当委員会報告として御報せしました国外泣びに国内に対するPR

サーキュラーレターの発送を完了致しました。下記にその全文を掲載します。

JAPANI鶴00薫|IIMFOぼ督錨 |ゑ慰盟XttA邸

鮎A母 野ゴ1:装?

Fe転 掩 窮sA― t■ 44車 Fordtt y錬 =距 0陣旗電 。Ft率 ヨ範 oすれぃ oす

Ⅲ弾淳 韓OSt韓 強や 【盛 0,t苺↓=0おat t雅 苺銀rCte謀 ヤ韓 A4thiさ

まol草ttt鏡逮↓

津o,A埠 沖 筆 ,tlwp貯 ●oHrl,軒 0す Xttsttf ttart内 0鈴 中 ,こ 確 .,

忘00,強 燕YI↓ aave tt A36草 辞 AI●“t Offと 韓 苺oぉ 缶 Farth賛 oこrt導 緯 A

ttt atl:↓ れ ね o or tね ぉ的 ,まH■iは , せ 類す 苺 すヽ o弾 oまAi Ctrfuas強 車 怠.

挙 oF率辞車 と,やウ じ14dとな=韓 4ヽ3■oA韓ヤ00と,tht強 ,48韓 韓 'itB
奈 β率 14学 鹸 お ま海 ■yゃ r14trfgイo=t競 惑 ocaHI=強 政 drr tt・ld ttrec,

4HP庁 ―競 お■ 0't聴 的強怠 0ま ,よ薄 ol●ね .

緋

'就
颯 般 ボ盤 名 戯 議 篭 議 汗 症

°

1群 縄 を出 1鱗 熊 を横 溢 と

°・°

o湾 rtt弱 弾 逮 と●競 _ttF. 空 lt,車 o々ね じ1。A,4't卜 。車 配。 ti崎 ,vrcht`

窺 よ輸 atiい れ rそ 強 “韓 144 aC'■ ■鳴 球 0ま お 中 距鞠 漉・So強 辞およ 森空 4.

韓鞠犠鞭静畿軽鋸畿
｀
務岳轟韻韻盤

窮 穀疑 率 まⅢ  rSr搾 野 ●●operaOお ぃ.

FI■yt規 エテrej=●,

薙 夜

い

中中中一
■

- 1  - ―



国 内 む け P R レ ター

亡Jくビル■02号 (電話 271 6卸1)

所 山 キ1■ル3儲 4う=(電 話 371-5123)

理 事 会 報 告 8 月1 5 日( 火)

(株)ホ ンリュウ コヽーポレーションテ子村方治社長を招き今回の維こを聴取し、理事会としての要望を申入れました。

引続き会報並に経営研究委員会の報告が行われました。

雑誌資料委員会報告

前号にて報告しました来年度主要維詰の価格問合せ (8月25日発信)に対する返事がぼつぼつ到希しつ あヽります。 9

月7日現在返事のあった出版社は下i記の通りです。御必要の向は協会事務所へ御連絡下さい。

ACS//AIM M E/AMS/ASM E/Blackwel1/COmm Onwealth A gri.Bureau/McGraw― Hil1/MaSSOn/

Munksgaard/Natl Res.Council of Canada/01iVel‐ Boyd/PentOn/schWabe/Springer,ヽ Vien/

United Nations/Vig Parey/VDI Vlg/Wm wilkins (本 寸山記)

一 十 一

会 員 紹 介

一 ― ― ― ― ― ― ― 一 ― 一 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 一 ― ― ― ― ― ― 一

″
ドイ ツ書 専 門 に 40年

″
有限会社 福本書院

東京大学に近く、銀杏並木の本郷通りにサ十雪を持つ同社は、大田115年創業以来40年余の歴史と実績を誇る洋書専P日

店として、業界では老舗の
一つ。創始者福木初太RL氏 (現輸入協会名誉理事)は 、丸音洋書部の出身。若い町〔より

深く哲学を愛し、又ドイツの学去に活用し、特に打学 ・文学 rll学の分野では、数少い専門店として、挫富な在庫i

を取揃え、その普及を生/11の仕事として、hf熱を傾けてきたo

力二次大戦中、洋書の輸入の途絶した時期1には、 ドイツ政府より版権をとり、合法的リブリント版を発行した。

戦後は輸入脇会の設立に養力し、永らく理事として業界の発展に務めてきた。「Ftt131年有限会社に組織変更、 (長

女)橋 本和1子氏社長に就任し今日に至っている。福本初太郎氏は、本年言寿を迎えたが、益々元気で、鉢倉の山荘

で、好きな読書の傍ら、会社の新刊案内 「福本i!:院月報Jの 編集に
一役買っている。

昨年創業40週年を迎えた会社は、今後も、我が国に於けるドイツ文化の紹介に精進することであろう。
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Sム
′ロ 回 顧  (― )

会報の編集部より「明治時代の本」について何か,彗くよ

うにとのことですが、笑は日頃考えてお りました 「明治時

代の外米思想とベストセラーズJに ついてきいてみようと

思いましたが、原稿の柿切 ||が切通しておりますのと、木

だ書名の書きたりないものがあ りますので、これは次回以

後にゆず り、本号にはそのころのエピンー ドを三、三書い

てみました。

Please Up Stair

私が九持に入社したのは明治37年で、時怜も、日財戦争

の勃発したlFj後の 4月 でした。当時の九洋は土蔵のような

二FII建の木造家屋で、一階は和書と文ルデ具で、洋書の売場

は三階にあ りました。来ネは入日で履物を脱がされ、赤い

鼻緒の車履に履き替えさせられました。三階へは幅 1メ ー

トル程のお帖い トンネルのような真飾の手招のついた階段

を昇るのですが、その階段の昇 り日に Please up Stairの

文字が紙に書いて介|めに援 ってあ りました。

さて、この文字が問題なのです。毎日ひとりのll~員がこ

の真飾の手144を研くのですが、この人は日ごろ社典から次

のように申しつけられていました。 「もし、外人から何か

話しかけられたら 『プリーズ ア ップ ス テア』と言いな

さいJと 。勿論この人にはその英語の意味は判 りませ ん

が、唯この言葉を言えば難をのがれられると思いこんでい

たのです。或る日外人がやって来て例の英飾 研F氏 に何か

話しかけました。氏はこの時とばか り「プリーズ ア ップ

ステア」とやりました。ところが、その時は氏が手144を下

から全部研き上げて三階に丹 りきっていたのです。つまり

三階の陳列場の附でこの 「プリーズ ア ップ ス テア」を

や った訳です。外人はいl llな顔つきで_Lを見上げながら、

あた りをキ ョロキョロ見廻 しました。そこより上は屋根だ

けでしたから。

WIurray's Guide―Book of Japan

初めて H本 へ来た外人は日本旅行案内として M urray's

Cuide Bookを よく買い求めました。当時日本旅行案内と

してはこれ以上のものは無 く、先ず完壁なものでした。

或る時及善洋書部に午若い外国rll人が来て、流暢な英語

でマレースガイドブックとは員に言いました。店民は正ち

にイエスとばかりに Domcstic Sctenceのllllから1冊 の本

福 本 初 太 郎

を取り出して婦人に手波しました。その本は当時よく売れ

ていた 「結婚の手引」とも言 うべき Marttage Cuide―

Bookで 、その日画には女ェ妬すが子供を産んでいる絵が付い

ていました。さあ大変。この若い婦人は顔をまっかにして

本を投げ出し、逃げるようにうを場から姿を消Lフてしまいま

した。その店員は来気にとられてその婦人の後ろ姿を見送

っていました。尤もこの店員は、たしか東北 の生れ で、

「シ」と 「スJゃ 、 「ジ」と 「ズ」の区別が一 Jヽ難かしか

ったのでしょう。

Toiletと T01let

ついでにもう一つ失敗した話を手きましょう。これはも

はや故人になられた丸善のA社長の若い頃のお話です。

或る日、これも外国婦人が洋書売場で本を見ていました

が、突然そこを通りかかったA氏 の耳元 で 「トイレット

?Jと 言った。A氏 は私に 「この婦人を隣りの化枕品部ハ、

案内せよ」と言いました。当時 の丸善 の化線F品小売部は

「菱屋」といって建物は別で、洋書部からはかなり田tれて

いました。私はその編人を案内して化粧品部へ行き、係の

店員にその婦人を波しました。ところが、その婦人の態度

がいかにも不思議でそのモジモシしている様子がなぜかわ

かりませんでした。ゃが て婦人と係の「i民との会話の結

果、その婦人は大急ざでそばの使所へ飛び込みました。

値 段 の 符 牒

丸羊では明治42年の火災の時まで本の値段を符牒でつけ

ていました。

ralえば 1円25銭はアンカナ、2円50銭はカンナ○、3円

85銭はサンヤナ、と書きました。これは見ればお判りのよ

うに片仮名一一アイウエオーーのア行からワ行まで、各行

の最初の文字アカサ ……を横に一、二、三……と数えたも

のです。

なぜこんな七面停l央い符牒をつけたのか聞いたこともあ

りませんが、おそらく同業者に値段を知られたくなかった

もののようです。それでもまだ片仮名でよかったと思いま

す。もしこれが平仮名の一一いろは一―でしたら大変でし

よう。大正12年の鷲災頃まではよく神回の古本屋にこの行

1米のついた本を見かけたものでした。

明

洋 書 こ ぼ れ 話
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夫節藤

私の図書館生活の経験から、よき書店を選ぼうとする時

は、雑誌の予約購入の取引きをやらして見ると、一番よく

わかるようである。和洋の雑誌の如阿を問わず、欠号もな

く確実に属けて呉れ、万
一欠号があってもにぐに補充して

くれる書店であれば、他の単行本も安心して発注できると

断言してよいと思う。

実際書店にとって雑誌ほど奴わしく歩の合わない仕事は

ない。同じ雑誌を相当部数
一打購入して呉れるところなら

ともかく、図書館では大慨 1極 1冊が‖午通であり、詰名、

発行所は勿論、刊行回数の異った数多くの雑誌を確実に欠

号なく納掃iすることは、並大低な労苫ではない。受け入れ

側の図書館でも最近特に雑誌の管理についての関″心が高め

られ、熱心な研究がす めゝられているが、やはり何といっ

ても書店と図書館との間にもっとそれぞれの立場から協力

し合う体市」がと のヽわない限り、完全な雑誌管理が行われ

ないと思う。現在の段階としては、書店はこの利の合わな

い仕事をやることによって、より多くの単行本のと文を受

けたい。つまリー種のPR費 と考えている傾向が多いよう

に見うけられる。雑誌の予約を受けておれば、何かと注文

先に出掛ける機会も多かろうし、そうすれば必然的に単行

本のOrderを受けることになるからである。文利】」は少く

とも、それが前金であれ後金であれ、コンスタントな収入

になるからであろう。私は、図書館が雑誌の発ヤi:について

の知識を知らなすぎるために、無理な注文の仕方をする点

がないとは不定出来ないが、古店側としても雑誌の注文の

受け方について、もっともっと五夫をこらしてもよいので

想感

1年のうち、7・ 8月が私の唯
一の勉強期間である。陀

れ守之助氏は 「私の経営法」という本のなかで、経営者は

本を絶えず読まなければいけないといわれている。誠にそ

の通りで、私などは汗顔の至りである。よくわかっている

のだが、どうも会社へ出ると忙がしくて本をじっくり読ん

でいられない。私の仕事の大部は雑手であるが、之が案外

手間どる。夜読めばいミではないかといわれるが、夜も結

構ウロウロしているのである。私は日本の手i族 というも

― 洋 販 渡 辺 ―

のに一つの共通している点があると思っている。それは夜

おそく帰るということである。官文だろうが、銀行家だろ

うが、社長さん、重役さん、部長課長さま、メーカー、聞

屋、どこにつとめていようが、どんな役であろうが不思議

に夜おそく帰ってくる。つまり妻の役日は夫をマツことで

あろう。大体夫という字はツマと読むのがほんとうである

ことはi叶文を習った人は知っている。そこで妻は夫の反対

語であるから、去はツマと読まずにマツと読むべきものな

外 国 雑 誌 に つ い て

最高裁半」所図書館 hJ 寸中 伊

はないかと考える。

勿論、雑話の掛値が非常に安すぎるため (ものによって

は殆んど利潤のないものさえある)余 程畳でこなさなけれ

ばたちゆかないかも知れないが、雑誌の価値が増大してい

る昨今、徒らに同業間のせり合いに終始することなく、も

っと合理的な、7t‐費のかからないPRの 方法があるのでは

ないか。

例えば毎年各書ll lから出されるSubschption Catalogue

などもその 例 である。各i!キ店ともかなりぜいたくな用紙

を使って、内容は殆んど同じようなものを出している。こ

れなど共同編集して、共通のCatalogueとして刊行した方

が、どんなに経費や人員の点でも経済的か知れない。元来

同一価i成であろべきものが、まらまちであったり、使用す

る側から言えば単に岳ふ名のアルファペット順のものの外に

分類順のものを併せ記載してあれば、どんなにltP利かとわ

かっていても、経費の関係で出来ないというようなことは

なくなる竹である。そんな劃一的なCatalogueでは商売が

出来ないと言われる向きがあるかも知れない。しかし図宇キ

館択1から見れば、正l ll‐で使いやすいCata10gueを所望して

おり、雑誌の売上げの増減は、営業部員の誠意と熱意によ

るほかないように思う。すべて雑誌に限らず、同じ書籍と

いう文化財を扱うものとして、書店と図書館員の間によき

協力がもっとあってよいのではないか。それは決して村l ll

の忠い意味の慣れ合いではなく、相手の立場を尊重し合っ

てでの Lの協力である。お五の知識を類ち合うことによっ

て、よきた物の4二れ出ずることを期待して止まない。
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りである。というわけで一年中パタパタしていて本を読む

ヒマがない。そこでマスコミと週刊誌だけが私の全知識と

いうわびしい状態がつゞくのである。そこで夏の出ごもり

期間中が、勉強するときである。この時ばかりは本を売る

ことを忘れ本を買うことに専念する。

昨年までは日本国憲法という誠に大それた問題ととりく

んでいたが、今年はやっと一段落し、目的なしで本を買い漁

った。三笠書房と三芳屋苦店に日参した。相当乱読 した

が、一番印象に残ったのが佐橋滋著 「異色官僚」 (ダイヤ

モンド社)で ある。佐橋さんについては多くの友人から大

変なできぶつであると耳にタヨができる程さいていた。例

の 「特振法Jと 「佐橋大臣=木 次官」は新聞を大夜にぎわ

したものである。だけど、54、5才て自叙伝を言くなんて

トンでもない野郎だと思って、むしろ反感をいだ t てヽ ヽヽ

た。たまたま之という本がないので林健太郎氏の本とだき

合せで買って来た。所が読んで見ると大変思白い。なる程

この男はたいしたものだわいとウナった。正直言って我々

と同クラスの連中で通産省に入った連中よりは遺憾乍ら上

だと感じた。日本の戦後のこの素晴らしい発展ぶりは各国

の注目のまとであるが、最近のロンドンエコノミストはそ

の原因に 「日本の優秀なる官束」をあげている。日本の官

吏という奴は誠にスローモーで、しゃくしぢょうぎで、い

ばっていてけしからんが、優秀なことだけは事実である。

紙の一貫作業、綿の統制徹廃、さくら丸事件等に誠に彼の

面日躍如たるものがある。仙台にハネとばされた時の火事

の所は誠に感心した。 (私は火事には弱い。旭屋の早鳴社

長も火事の時以来すっかりほれ込んでしまった。)佐 橋は

頭も大変なものだが、実行力も一本筋が通っている。男の

価値は非常の時に発揮される。こいうやつ奴と一晩語りあ

かしたい。特振法などは私は今でも誤解している。官僚統

制という感じをうける。だけどこの男からじっくり資本自

庁1化後の日本経済について習いたい気持である。

男子の一生の仕事として日本の経済を如何に発展させる

か。資本自lh化に伴い外国の資本攻勢に日本経済を如何に

対応させるかに情熱と一身を捧げられるのは誠にうらやま

しい。と、夢みている所に東京の会社から電話がかヽって

来た。「8月の売上げは順調で、予定をや 上ゝ廻りました。

あなたがいない方がウルサクなくて能率があがってい でヽ

す。なんなら9月中も休まれたら如何ですか」と。 トタン

に中小商業の身を自党、首になる前にあわてて東京へ帰っ

て来た。

*ヨーロッパ市場の開発に最高の企業便覧

轄
騒
轡

革呂穏躍拾
■UNITED KINGDOM Iョ ンパス英国企業便覧|

■FRANCE     (コ ンパス フランス企業便覧!

口ITALY       tョ ンパス イタリー企業便覧)

■HOLLAND    Iコ ンパス オランダ企業便覧)

■SWiTZERLAND tコ ンパススイス企業便覧!

■SPAlN      (コ ンパス スペイン企業便覧|

口BELGIUM LUXEMBOURG

(コンパスベルギー ル クセンブルグ企業便覧)

■AUSTRIA  〔 コンパスオーストリア企業使覧|

工業編 ・貿易編 ・人名編 各

金融 編

■DANMARK   (コ ンパス テンマーク企業便覧|

★fJ l  ヤ|え下されはカタロクを送十j弦 します。
また、御用命の際は最寄の洋書取扱店 へ.
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グ

高 度 の 編 集 方 法 に よ る 最 新 の デ ー タ

本「171索 け|力すで きる独寸キのイFI覧 ―従 :業貞 50名 以 11の
企 業 も″とな く,i亡載

● 特  長

1)田 と の,1堵 分類 ブすす(r iよ る作1可"け統 一分 tl t
2 ) 独■ヤ ) クリ ンドシステユ、に よる尚 古r l 別・企

1猪ガ」J〔11の十日,ァイ〔け13 ) )じ r r a冴け桁ヽ 堆分 ll tブす式

● 内  容

1)各 公子にに1望)'る 的イ千■1市ヤ止、 テllr rli」也、 1堆手i、
十I J t ・役 t t 名、配 H l 令、従 k , 1 放 、支Ⅲ「所 ねi地、
'傷クトイ(す,4ォl「+2)|十 ,朱ナ壮 准ダ)=キ1に4rイアド3)1,半 細1
‐ 堆符 別 に本‐デい た市場 調 44)」 也ケィはよ場のJll
】‖的解 り]5)広 化μHに わ た る,1:堆件の動 向 を会
ヤLり」、1堆千t冴け、すとちガJニ ケ)伊予

日本 販 売総 代 理 店

ユ ー ・エ ス ・エシアテ ック カ ン″ミニー

● 水 京 析はど てl l r桁1丁 川1 3詐1 2り(堤 ビ 'と|

0人 1町けJしに !! : Hわ船 サご 11口1 1 4 1  i昭 コ L

● 名 〔1 ) キt  r , t i ( l Ⅲ本 田1 3 - 1 7

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

5 9 1 - 5 1 8 1 ～6
3 4 1 - 5 2 9 1

961-2621～ 5
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会  員  紹  介

ャ ヽ十 一 十 一 十 一 十 一 ヤ 十 一 一 ヤ ー 十 一 一 十 一 一 十 一 十 十 一 十 一 一 十 十 一 十 一 一 !

″
軟 派 か ら硬 派 へ

″
 富 士洋書株式会社

当社は、昭和35年2月にファション中門誌のサブを主体として発足、昨春やっと協会に加入を認められたばかり

の業界のニューフェイスである。発足後間もなく、デザイン図書を中心に美術書を手がけるようになったが、堅実

な洋書の市場は学術研究部門をおいてはないと痛感し、39年頃より、土木 ・建築工学関係を軸に理工学書の取り扱

いにのりだした。

その当時、経験といえば、軟派の、それも営業部門でのそれしか持ち合せなかったスタッフは、この新業務に取

りくむために、理工学書の市場、情報収集手段、仕入等々の知識を、ABCか ら自力で学ばねばならなかった。

咋今やっと大学 '研究機関等に固定客層を得るにいたったが、商戦シビアな東京の市場においては、まだ専門書

|に畠手を締准験を官暮品た振
～…… ………本

と言毬絲t私、広と広ごとモ顔ゑ楊おいといわねばならず、しばしば暖熊の,

1 含場を量魯[をそ子
ミ
暑侯畳雪畳轡縁|:量易3魯を体を品尋暑R号二岳魯8曾i｀

こんごとも努力をかさね、現在の

INEWS欄 |

■ F r a u  J o h a n n a  S c h i t t e r  8月中旬来日、同女史は東独

VEB Gustav Fischer Verlag,Jenaょり派遺されたも

の 。

■ 米 JOhn wiley社の永年の Representativeであった

Mr.Bruce Rogersが 退職された。

■ 米 Feffer社東洋代表アーサー ・M・ 金子氏退職、帰

米された。

■ 8月 下旬に行われた The 7th lnternahonal Congress

of Blochemistryにおいて、その会場の一つである東京

プリンスホテルで米 Academic社 と蘭 EIsevier社の展

示会が行われた。

尚そのとき、 Academic社 より Dr Barsky氏 が米

日された。

口  「 ドイツ書店報」の報道によれば、今秋のフランクフ

ル ト図書展に東独は参加しないことになった。その端緒

となつたのは下記 11社の出|『l拒絶 だ との こと :VEB

Bibliogr. Inst, VEB Breitkopf& H, VEB F. A

Brockhaus, VEB F. Hofmeister, VEB Niemeyer,

VEB Ed. Peters, Reclam,  VEB Seemann,  VEB

Teubner,VEB Thieme,Dietz Vlg.

ロ パ ーガモンプレス社日本代表 ドブ ソン氏は 6月 末辞

職、尚アシスタントの立,あ嬢は当分の間同社代表として

活動中。 (連絡先は港区赤坂 1-11-39ォ ニ興和 ビル西

館 305号 電話 584-5740

■ 8月 16日 (水)

VEB Gustav Fishcher Velag, Jena の  Frau J.

schluter来阪。協会共有志と新大阪ホテルにてAM9.30

～11.00まで、東独の出版状況、業界の説明、取引の問

題等について懇談す。出席会員、北尾書籍貿易 (株)、

(株)旭 屋書店、 (株)海 外書籍貿易商会、丸田洋書貿

易 (株)、 北尾書店新社 (株)、 (株)独 亜書院、以上

6社 。

■ EVERYMAN'S ENCYCLOPAEDIA第 5版 特価期間

延長、第 5版 の特価 (小売¥33,600)で の販売期間は本

年 8月 末日迄の予定であつたが、当分の間特価期間を延

長することになった。尚、正確な特価延長期間は決定次

オ改めて連絡があるはず。

■ DONALD M00RE(JAPAN)LTD ド ナル ド・ムア

(ジャパン)社 は昭和42年10月1日 より下記の社名に変

る。

United Publishers Services Ltd

ユナイテッド・パブリッシャーズ ・サービス社

東京都千代田区麹町4-1 志 村ビル

TEL。 (262)5278(代 表)

昭和 42年 9月   第 5号   洋 書輸入協会  編 集者 寺 久 保 一 重

東京都中央区日本橋江戸橋 1-15-5 藍 沢ビル302号室 電 話 271-6901

関 西  支  部   大 阪市北区芝田町28 オー出中ビル  電 話 371-5329
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